
NO.106 （6）日 高 市 議 会 だ よ り

提
出
さ
れ
た

陳

情

書

審
査
の
結
論
が
出
て
い
る
も
の
と

理
解
す
る
。
ま
た
、パ
ワ
ハ
ラ
は
、

絶
対
に
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
。
市
職
員
が
不
安
や
恐
怖
を
感

じ
な
が
ら
議
員
へ
の
対
応
を
し
な

く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
行
為
を

行
う
議
員
は
、
議
員
と
し
て
の
資

格
が
無
い
と
い
う
こ
と
を
示
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
決
議
案

に
賛
成
す
る
。

　

決
議
案
第
４
号　

反
対
討
論

　

私
は
、
稲
浦
議
員
の
現
在
の
所

属
会
派
で
あ
る
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
代
表
を
し
て
い
る
。
問
題
と

な
っ
た
今
年
の
６
月
時
点
で
は
、

稲
浦
議
員
は
同
会
派
に
所
属
し
て

い
な
か
っ
た
が
、
今
後
、
同
様
の

問
題
が
生
じ
な
い
た
め
に
、
先
輩

議
員
と
し
て
指
導
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
、
本
決
議
案
の
賛
成
者
と

な
っ
た
議
員
は
、
６
月
時
点
で
稲

浦
議
員
と
議
員
控
室
を
同
じ
く
し

て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
問
題
と

な
っ
た
事
案
に
関
し
て
十
分
に
指

導
の
で
き
る
状
況
に
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
の
で
、
こ
の
手
続
き
に
は

納
得
で
き
な
い
。
ま
た
、
埼
玉
県

知
事
選
挙
の
投
票
所
に
投
票
目
的

で
な
く
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

本
日
、
本
人
に
確
認
し
た
が
、「
投

票
率
を
確
認
す
る
目
的
で
行
っ
た

も
の
で
あ
り
、
酒
を
飲
ん
で
も
い

な
い
。」
と
言
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
総
合
的
に
勘
案

す
る
と
、
議
員
辞
職
勧
告
決
議
は

適
当
で
は
な
い
と
考
え
る
。
よ
っ

て
、
本
決
議
案
に
反
対
す
る
。

　

決
議
案
第
４
号　

賛
成
討
論

　

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
事
案
の

全
て
に
お
い
て
市
職
員
の
証
言
か

ら
、
精
神
的
な
苦
痛
を
感
じ
た
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
議
員
辞
職

勧
告
に
値
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
決
議
案

に
賛
成
す
る
。

　

第
５
回
定
例
会
に
、
次
の
陳
情

書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
写

し
を
全
議
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

（
陳
情
第
８
号
）

　

�

♦
米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野

古
移
設
を
促
進
す
る
意
見
書
に

関
す
る
陳
情

平
成
30
年
度
の
決
算
が

�

認
定
さ
れ
ま
し
た

　

決
算
認
定
と
は
、
歳
入
歳
出
予

算
の
執
行
の
実
績
で
あ
る
決
算
に

つ
い
て
審
査
し
、
収
入
、
支
出
が

適
法
か
つ
正
当
に
行
わ
れ
た
か
を

確
認
す
る
も
の
で
す
。
９
月
議
会

会
期
中
に
、
決
算
特
別
委
員
会
の

設
置
か
ら
議
決
（
決
算
の
認
定
）

ま
で
を
行
い
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
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鈴
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岩
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藤
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藤
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員
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ど
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（
議
案
第
38
号
）

　

�
平
成
30
年
度
日
高
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て

　

歳
入
総
額
が
181
億
９
千
171
万
４

千
946
円
、
歳
出
総
額
が
173
億
４
千

21
万
３
千
200
円
で
、
歳
入
歳
出
差

引
額
は
、
８
億
５
千
150
万
１
千
746

円
で
あ
る
。

�

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

（
議
案
第
39
号
）

　

�

平
成
30
年
度
日
高
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
総
額
が
61
億
７
千
974
万
５

千
466
円
、
歳
出
総
額
が
61
億
２
千

622
万
９
千
360
円
で
、
歳
入
歳
出
差

引
額
は
、
５
千
351
万
６
千
106
円
で

あ
る
。

�

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

　

議
案
第
39
号　

反
対
討
論

　

平
成
29
年
度
厚
生
労
働
省
「
国

民
健
康
保
険
実
態
調
査
報
告
」
を

見
る
と
、
平
成
28
年
度
の
調
査
結

果
と
同
様
に
、
不
安
定
な
雇
用
形

態
の
非
正
規
労
働
者
や
、
厳
し
い

生
活
状
態
の
方
が
多
い
高
齢
者
が

主
な
被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る
。

結
果
、
被
保
険
者
証
を
持
っ
て
い

て
も
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
と

病
院
に
行
け
な
い
と
い
う
切
実
な

声
も
聞
か
れ
る
。
ま
た
、
国
民
健

康
保
険
税
を
払
え
ず
被
保
険
者
証

の
代
わ
り
に
資
格
証
明
書
を
渡
さ

れ
る
方
が
、
平
成
30
年
度
で
19
世

帯
あ
る
。

　

日
高
市
で
も
軽
減
分
の
繰
入
金

を
国
民
健
康
保
険
税
の
収
入
済
額

比
で
7.6
％
確
保
す
る
な
ど
低
所
得

者
の
た
め
の
努
力
が
さ
れ
て
い
る

が
、
依
然
と
し
て
国
民
健
康
保
険

税
負
担
は
大
き
い
と
感
じ
る
方
が

多
い
。
被
保
険
者
の
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
に
も
、
国
の
財
政
負

担
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

反
対
す
る
。

　

議
案
第
39
号　

賛
成
討
論

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
正
に

よ
り
、
県
が
財
政
運
営
の
責
任
を

担
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、
将
来
に

わ
た
っ
て
国
民
皆
保
険
制
度
を
守

る
た
め
に
は
必
要
な
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

　

本
決
算
で
は
、
制
度
改
正
に
適

切
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
、ま
た
、

埼
玉
県
の
標
準
的
な
保
険
税
算
定

方
式
に
改
正
し
た
こ
と
に
対
し
て

評
価
で
き
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
議
案
に

賛
成
す
る
。

（
議
案
第
40
号
）

　

�

平
成
30
年
度
日
高
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　

歳
入
総
額
が
６
億
６
千
891
万
642

円
、
歳
出
総
額
が
６
億
６
千
301
万

８
千
726
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額

は
、
589
万
１
千
916
円
で
あ
る
。

�

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

討　

論


